
AIデジタルウォーターマーク

（電子透かし）のご提案

最先端AI技術を活用し、デジタルコンテンツに高品質な電子

透かしを埋め込むソリューションをご提案します。

著作権保護とコンテンツの真正性確保を実現します。
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ソリューションの概要

1 高いロバスト性（堅牢性）

デジタルウォーターマークの除去が難しく、デジタ

ルウォーターマークの除去や破壊は画像の劣化を招

き、使用できなくさせます。

2 隠蔽性

デジタルウォーターマークは非表示であり、

画像の使用に影響を与えず、専門的な復号アルゴリズム

によってのみ非表示情報を抽出することができます。

3 安全性

デジタルウォーターマークの情報が画像に埋め込ま

れると、改ざんや偽造は難しく、許可者だけが透か

しを検出できます。

ロバストウォーターマーク

当社のデジタルウォーターマーク（電子透かし）

Deep learningアルゴリズムを通じて、隠し情報（デ

ジタル透かし）をバイナリ情報ストリームに抽象化し、

画像に裸眼に見える変化を生じることなく画像に埋め

込む情報隠し技術です。

偽造追跡防止、デジタル製品の著作権保護、製品に

特定の情報を提供する等の多くの実績があります。

4 大容量

256bit情報を格納できます。
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特徴

従来の透かし

視覚効果に影響し、改ざんしやすい

弊社ご提案の透かし

容量が大きい、気づきにくい、干渉に強い

ターゲット：画像からソース関連情報を直接取得します
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オリジナル
（元素材）

弊社 某社比較
幻冬舎傘下の幻冬舎コミックスは11月13日、Xアカ
ウントにおける刊行物の告知画像のうち、作家のイ
ラストを使ったものについて、今後「AI学習阻害処
理やウォーターマークなどの加工」をかけて投稿す
る方針を明らかにした。

弊社としては、不鮮明にならない
ものをお勧めしたい
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今まで課題だったポイント

• 複数回のデータ転送

では、データIDが変更

されていないことを保

証できない

• 従来の透かし方法の

標識は改ざんしやすい

データ識別 デジタル著作権保
（DCI）

• データソースの確認が

難しい

• 漏洩経路が分からない

• デジタル製品（従来品デジタ

ル化、天然デジタル製品）の

著作権証明と登録が難しい

• デジタル著作権侵害が頻発、

海賊版はコストゼロ

デジタル商品認定

• デジタル製品の認証は難しい

• デジタル製品の真実性、正確

性を確保することは困難

データソース訴求
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Adobeとの比較

特徴 弊社 Adobe

埋め込み精度 高精度・

高ロバスト性

視覚的品質に

影響あり

DRM柔軟性 高い柔軟性 限定的

透かし容量 256bit 64bit以下
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活用シーン（1）
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活用シーン（2）
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活用シーン（3）
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活用シーン（4）
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事業パートナー募集
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当社では、本技術を活用し、新たな市場
を創出する日本事業パートナーを募集し
ています。

生成AIが直面する課題解決に向け、共に
取り組むことで、信頼できるデジタル社
会の構築を目指します。



会社概要
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株式会社AB AI 会社概要

会社名 株式会社AB AI

所在地 東京都中央区銀座一丁目27番8号　セントラルビル703号

URL https://www.abai-tech.com/

設立 2019年5月

資本金 800万円

代表者 柏口之宏

決算期 12月



Thanks！

株式会社AB AI

日本：
本社所在地
〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目27番8 セントラルビル703号

TEL(代表) : 03-3538-6654 FAX : 03-5940-7326

E-mail: info@abai-tech.com

https://www. abai-tech.com/
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